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１．適  用 

 本仕様書はＴＦＵ－３０２形落下式故障表示器について適用する。 

 

２．準拠規格 

本仕様書に記載しない事項は下記規格を適用する。 

  ＪＥＣ－１７４Ｄ 電力用補助継電器 

 

３．使用状態 

  ＪＥＣ－２５００ ３－１項の常規使用状態による。 

 

４．構  造 

  （１）内部素子     プラグイン方式 

  （２）外  箱     単素子盤埋込取付 

         ａ）ケース 材質：フェノール樹脂成型品 

               色彩：マンセル記号 Ｎ１．５(黒色) 

         ※ケース取付金具は盤板厚２．３，３．２ｍｍが標準品です。 

         ｂ）カバー 材質：ポリカーボネート樹脂成型品 

               色彩：マンセル記号 Ｎ１．５(黒色 標準品)または 

７．５ＢＧ４／１．５ 

         ※カードホルダーのカードは、プラスチックカード使用可能。 

  （３）外部端子      ファストン端子  （２５０シリーズＷタブ） 

               ネジ端子     （Ｍ４ネジ） 

          

  （４）表示方式      二重式 復帰操作時に故障継続は黒と橙の縞表示 

  （５）表示色       黒色・・・・・・・・・平常状態 

               橙色・・・・・・・・・故障状態 

               黒と橙の縞・・・・・・故障継続状態 

  （６）寸  法      外形図参照 

ファストン端子外形図 図番４１１２０６ 

ネジ端子外形図    図番４１１７６０ 

  （７）重  量      ファストン端子・・・・約４００ｇ 

               ネジ端子・・・・・・・約４５０ｇ 

 

５．定  格 

   （１）操作コイル 

コイル定格 コイル抵抗(Ω) 連続通電容量 絶 縁 用 途 

ＤＣ０．２５Ａ １５．７Ω 定格電流の１３０％ Ａ 電流駆動 

ＤＣ ０．５Ａ ４．０Ω 〃 Ａ 〃 

ＤＣ １．０Ａ １．０Ω 〃 Ａ 〃 

ＤＣ ２．０Ａ ０．３Ω 〃 Ａ 〃 
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（２）接点部 

    負荷の種類 

接点電圧 
抵抗負荷 

誘導負荷 

(Ｌ／Ｒ＝１２ｍｓｅｃ) 

ＤＣ ２４Ｖ ３．０Ａ ２．０Ａ 

ＤＣ１１０Ｖ ０．４Ａ ０．１Ａ 

 

６．性  能 

  （１）動作時間 

ＳＲ出力が出るまで     ３０ｍｓｅｃ以下 

（２）出力時間 

ＳＲ出力：５０ｍｓｅｃ以上 １００ｍｓｅｃ以下 

※ただし、シリーズに接続するリレーは当社製キープリレー(KAMF2 形)の場合 

※表示板の状態と無関係に出力します。 

（３）表示に要するコイル励磁時間   ２５ｍｓｅｃ以下 

  （４）接点接触抵抗   ＳＲ回路   １００ｍΩ以下(初期値) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

ＳＲ 

約 25ms 
(KAMF2 接続) 

30ms 以下 75±25ms 

30 

 CL 

ＳＲ 

Ｎ 

Ｐ 
TFU-302 

KAMF2 

４７０２５０ 



- 3 - 

 

  （５）絶  縁 

項  目 絶縁抵抗(500VM) 耐 電 圧 衝撃耐電圧 

電気回路対アース間 １０ＭΩ以上 ＡＣ２ＫＶ １分間 4.5KV±1.2／50(μsec) 各 3 回 

接点一括対コイル間 １０ＭΩ以上 ＡＣ２ＫＶ １分間 4.5KV±1.2／50(μsec) 各 3 回 

接点相互間  ５ＭΩ以上 ＡＣ２ＫＶ １分間 3.0KV±1.2／50(μsec) 各 3 回 

開放接点間  ５ＭΩ以上 ＡＣ１ＫＶ １分間 3.0KV±1.2／50(μsec) 各 3 回 

  （６）動作値     定格電流の１００％以下 

（７）復帰値     定格電流の  ２％以下 

（８）過負荷耐量   定格電流の６００％(３０秒) 

（９）コイル温度上昇 定格値を印加し、抵抗法にて測定し５５deg 以内 

（10）寿 命     電気的・機械的 ２０，０００回以上 

 （11）耐振動     振動数１６．７Ｈｚ，複振幅４ｍｍを前後左右及び上下方向にそれぞ 

            れ１０分間加えたとき、誤動作などの現象が無いこと。 

           又、１０Ｈｚ、複振幅５ｍｍを前後左右及び複振幅２．５ｍｍを上下方 

向にそれぞれ３０秒間加えたとき、誤動作などの現象が無いこと。 

（12）耐衝撃     加速度３０Ｇの衝撃を前後左右及び上下方向に各３回加え、試験後性 

能及び外観上に支障が無いこと。 

 

７．内部回路図      添付図参照 
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ＴＦＵ電流定格について 

１．動作値 

  電流定格の故障表示器の動作値は、定格の１００％です。 

  故障表示器とシリーズに接続するコイルによっては、インダクタンスによって十分な電流値をとれな 

い場合があります。(トリップリレー、キープリレー等の自己遮断接点をもつリレー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  したがって電流定格を決定する場合には、計算値(入力電圧は定格の８０％で計算)の約１／２倍の定 

格が必要です。 

 

  （例） Ｒｙ８０Ω、定格電圧ＤＣ１１０Ｖの場合 

    駆動電流(計算値)：Ｒｙにかかる電圧８８Ｖ(ｍｉｎ)とする。 

    Ｖ＝ＩＲ  Ｖ＝８８Ｖ  Ｒ＝８０Ω  Ｉ＝１．１Ａ 

    ＴＦＵコイル定格⇒１．１／２＝０．５５Ａ≒０．５Ａ 

 

２．入力時間と出力時間 

  電流定格において入力時間が短く(５０ｍｓｅｃ以下)長い出力時間(５０ｍｓｅｃ以上)を必要とする場 

合にはコイルと並列に、ダイオードを使用し、残留磁気防止削除対策した形式(例：TFU-302 等)がありま

す。 

  この場合、復帰電流は定格の２％以下となり０．５Ａ，０．２５Ａのコイル定格のみに適用されます。 

  この場合の入力のと出力の関係は下記のようになります。 
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Ｆ：故障検出接点 (故障時閉) 

ＦＩ：故障表示器 

ＢｚＢ：警報回路母線 

ＳＲ１，２：遠方表示 

ＣＬ：KAMF2(向陽製キープリレー) 

図１．回路図【TFU-302】 

図２．動作パターン図(KMF2 直列接続時) 
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